


３． 本剤の使用後の安全・確実な失活・廃棄、その記録の適切な保管等、本剤の薬剤管

理が適正に行われるよう、所要の措置を講じること。 

 

 

（参考２）Ａ型ボツリヌス毒素製剤との効能・効果及び用法・用量に関する比較 

Ｂ型ボツリヌス毒素製剤（ナーブロック筋注

2500 単位） 

Ａ型ボツリヌス毒素製剤（ボトックス注用

50単位、同注用 100 単位） 

効能・効果 

痙性斜頸 眼瞼痙攣、片側顔面痙攣、痙性斜頸、上肢痙

縮、下肢痙縮、２歳以上の小児脳性麻痺患者

における下肢痙縮に伴う尖足 

「痙性斜頸」に係る用法・用量 

通常、成人にはＢ型ボツリヌス毒素として以

下の用量を緊張筋※に筋肉内注射する。緊張

筋が複数ある場合は、分割して投与する。 

・初回投与の場合には合計で 2500～5000単

位を投与する。 

・効果不十分または症状再発の場合には、合

計で 10000単位を上限として再投与する

ことができる。ただし、２ヵ月以内の再投

与は避けること。 

 

※緊張筋  

胸鎖乳突筋、斜角筋、僧帽筋、肩甲挙筋、

頭板状筋、頭半棘筋等 

 

通常、成人にはＡ型ボツリヌス毒素として以

下の用量を緊張筋※に筋肉内注射する。緊張

筋が複数ある場合は、分割して投与する。 

・初回投与の場合には合計で 30～60単位を

投与する。 

・初回投与後４週間観察し、効果が不十分な

場合には、さらに追加で合計 180単位を上

限として投与することができる。 

・症状再発の場合には、合計で 240単位を上

限として再投与することができる。ただ

し、２ヵ月以内の再投与は避けること。 

 

※緊張筋  

胸鎖乳突筋、僧帽筋、板状筋、斜角筋、僧

帽筋前縁、肩甲挙筋、傍脊柱筋、広頸筋等 

 

（注）Ａ型ボツリヌス毒素製剤としては、「ボトックス注用 50 単位、同注用 100 単位」の

他に、「ボトックスビスタ注用 50 単位」が、「65 歳未満の成人における眉間の表情皺」

を効能・効果として承認されている。 

 
















